
画鰹,勅
独
自
性
で
新
鮮
味の
強
調
を

訓
自
性
で
新
鮮
n
の

調
を

。
・

色
柄
加
え
風
合
い
の
意
識
も

ク
ー
ル
ビ
ズ
(
C
B
)
元
年
と
な
っ
た
2
0
0
5
年
以
降
、
ネ
ク
タ
イ
企
業
に
と

っ
て
本
格
的
な
ネ
ク
タ
イ
着
用
と
な
る
秋
冬
シ
ー
ズ
ン
は
、
重
要
な
商
戦
と
な
っ
て

い
る
。1
6
秋
冬
企
画
で
は
、
売
り
場
で
の
新
鮮
味
が
求
め
ら
れ
る
傾
向
が
強
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
商
品
自
体
に
独
自
性
を
意
識
し
た
も
の
が
目
立
っ
た
。
色
柄
の
工

夫
に
よ
る
見
え
方
の
変
化
や
素
材
感
の
追
求
で
手
に
触
れ
た
と
き
の
風
合
い
の
意
外

性、
ネ
ク
タ
イ
自
体
の
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
仕
方
な
ど
も
訴
求
材
料
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

秋
冬
ら
し
い
カ
ラ
ー
を
強
調

瞳
園
圏
鱈
瞳

ビ,などブル-基
調

イ
に
仕
上
げ
た
。

同
社
の
基
幹
ブ
ラ
ン
ド

「
フ
ラ
ン
コ
ス
パ
ダ
」
で

す
る
。iーソ旧[た長i
:
陳ー欄熔鉱神跡座緬擁
馳
駆

施し杷木の効目嗣醐擬
域働一樹
疑お話努貯抑
踊躍
羅

国
産
で
価格
ぶ)
1
万
5
0
0
マ
ル
ゴ
は
感
じ
る
」
を
テ
那

o
円
と
比
較
的
高
め
に
設
定
ー
マ
に
商
品
軸
だ
け
で
な

　　　　　　　
け 茎} 売 し今 むはンでに イなンし、5 と

し
て
い
る
が
、
顧
客
の
反
応
く
、
売
り
場
を
想
定
す
る
見

を
見
な
が
ら
今
後
の
展
開
を
せ
方
を
意
識
し
た
ネ
ク
タ
イ

検
討
し
て
い
く
。

提
案
も
強
め
た
。

商
品
加
え、
見
せ
方
も
重
視

ら
し
い
ブ
ラ
ウ
ン
や
ペ
ー
ジ
と
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
8
~
8
・

ュ
な
ど
暖
色
を
取
り
入
れ
た
5
柁
の
も
の
に
比
べ
て
細

狙
っ
た
も
の
も
提
案
し
た
。

色
柄
に
関
し
て
は
、
ブ
ラ

鵬灘
蟻調
輔圃臓
騰
翻
織
圃

ビ
ー
な
ど
ブ
ル
ー
基
調
の
糸
は、ー人
ト
ラ
イ
プ
や
ド
ッ
ト
、

慶
慶
欝
鵬鰯
雛
屡
灘
鵬

と
濃
色
の
糸
で
織
り
上
げ
る
ジ
ャ
カ
ー
ド
な
ど
定
番
的
な

ア
ラ
商
事
で
は
一
D
R
E

秋
冬
と
あ
っ
て
ウ
ー
ル
便
ウ
ン
基
調
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

永
島
服
飾
は1
6
春
夏
企
画
こ
と
で
、
表
面
の
深
み
も
追
柄
で
表
現
し
た
売
れ
筋
ネ
ク
S
S
X
織
感
(
触
感)」
を
テ
ぃ
の
ネ
ク
タ
イ
も
存
在
感
を
今
回
の
ト
レ
ン
ド
テ
ー
マ
に

に
立
ち
上
げ
た
ブ
ル
ー
ネ
ク
求
し
た
。
シ
ル
ク
l
o
o
%
タ
イ
を
そ
ろ
え
た
。
価
格
も
ー
マ
に
素
材
の
見
え
方
や
触
放
つ
。
ウ
ー
ル
1
0
0
%
の
設
定
し
て
い
る
が
、
近
年
進

タ
イ
を
集
め
た
ブ
ラ
ン
ド
と
あ
っ
て
従
来
の
光
沢
感
も
9
0
0
0
円
台
の
も
の
と
シ
っ
た
と
き
の
風
合
い
と
い
っ
も
の
は
織
り
組
織
の
工
夫
で
む
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
多
様
化

も
踏
ま
え
、

ァズ,
。の展開
“
合
わ鋤、上質。瀞タ司̂
副翌鞘欄槍紫醐離職帥
吐徽翻撹枇糊嬢姉栃総順
蝋潮
灘
ョ謝J
謝
"A/務弱亨翻謁
鷺
ストライ
プ
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を
入
れ
る
。
今
回
は
濃
色
や

夕

を
入
れ
る
。
今
回
は
濃
色
や

淡
色
を
織
り
交
ぜ
た
糸
を
経

糸
に
配
し
、
ブ
ラ
ウ
ン
や
バ

イ
オ
レ
ッ
ト
カ
ラ
ー
を
緯
糸

に
打
ち
込
む
こ
と
で
、
秋
冬

ら
し
い
季
節
感
を
強
調
し

ロ
イ
ヤ
ル
ブ
ル
ー
や
ネ
イ

み
げ
た
7
o
o
欲
そ
そ
る
ネ
ク
タ
イ
を
打
ち

繊
o
円
台
の
値
出
し
た
。

　
　
　　
　
　

瀞
こ
と
で
、
幅
ち
ろ
ん
・
光
の
加
減
で
表
面

の
広
い
顧
客
二
全
体
に
光
沢
が
かっ
た
表
情

を
生
み
出
し
た
。
杢
糸
を
経

“
- 　　　　　　　　　　

　　　
　
　

郷

や
ペ
イ
ズ
リ

ー
な
ど
定
番図

増
(
2
0
1
6
年
7
月
段
階)。
近
上
げ
ら
れ
る
な
ど
注
目
度
の
高
い
題
も
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ
た
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
マッ
チ
ン
グ
の

年
は
副
資
材
関
係
の
企
業
、
ス
タ
「
ベ
ス
ト
・
フ
ァ
ー
ザ
ー
イ
エ
内
容
の
も
の
が
多
く
、
参
加
者
か
事
例
も
あ
る
。

イ
リ
ス
ト
、
飲
料
関
係
な
ど
他
業
ロ
ー
リ
ボ
ン
賞
」
や「
ベ
ス
ト
ド
ら
の
反
響
は
大
き
い
。
。

M
F
U
と
し
て
は
、
今
後
も
各

界
の
企
業
・
個
人
も
交
流
の
場
を
レ
ッ
サ
ー
賞
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

会
員
同
士
と
の
交
流
の
場
も
充
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
化
を
目
指

求
め
て
加
盟
す
る
そ
う
だ
。

を
は
じ
め
、
会
員
企
業
中
心
に
参
実
す
る
。
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー
賞
す
パフ
年1
1
月
に
開
催
予
定
の「
べ

繊
維
業
界
全
体
が
縮
小
傾
向
と
加
す
る
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ケ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
後
は
も
ち
ろ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー
賞
発
表
・
授
賞

あ
っ
て
、
会
員
数
の
伸
び
悩
み
を
テ
ィ
ン
グ
研
究
会
」
と
呼
ば
れ
る
ん
、
フ
ァッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
式
」
で
は
、
昨
年
に
続
き
渋
谷
駅

ふ
蟻匹
輔
導

前
年
比
会
員
数2
0
増
加

積
極
的
な
取
り
組
み
が
目
立
つ
協
抱
え
る
繊
維
関
連
団
体
も
少
な
く
講
演
会
を
年
間(
東
京
で
4
回
、
者
同
士
ゞ

者
同
士
が
有
意
義
に
会
話
で
き
る
信
す
る
予
定
だ
。
加
え
て
、
今
年

場
を
提
供
し
て
い
る
。
実
際
に
M
は
同
グ
ル
ー
プ
の
会
報
誌
に
同
賞

F
U
に
加
盟
し
た
こ
と
で
、
企
業
を
取
り
上
げ
て
も
ら
う
取
り
組
み

ン
グ
研
究
会
で
の
前
に
あ
る
東
急
グ
ル
ー
プ
の
街
頭

講
演
会
後
も
懇
親
ビ
ジ
ョ
ン
に
同
賞
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス

会
を
設
け
、
参
加
ト
版
を
開
催
翌
日
か
ら
1
週
間
発

会
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
日
本
メ
な
い
な
か
、
M
F
U
が
気
を
吐
く
大
阪
で
1
回
)
計
5
回
開
催
し
て
場
を
提
供
し
て
い
る
。
実
際
に
M
は
同
グ
ル
ー
プ
の
会
報
誌
に
同
賞

ン
ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
(
M
F
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
会
員
の
高
い
る
。

F
U
に
加
盟
し
た
こ
と
で
、
企
業
を
取
り
上
げ
て
も
ら
う
取
り
組
み

U
)
だ
。
メ
ン
ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
い
満
足
度
に
尽
き
る
。

特
に
講
演
会
で
は
、
講
師
や
演
間
同
士
の
取
り
組
み
が
実
現
で
き
も
視
野
に
入
れ
て
お
り
、
さ
ら
な

に
関
わ
る
企
業
中
心
に
約
2
7
0

そ
れ
を
支
え
る
の
が
、
イ
ベ
ン

…
ョ」
≦
ラ
K、ー1
1
ノ
＼

、ハ」
、
′
-

、

1
ト十
十
一
÷

る
認
知
度
向

の
企
業
個
人
が
加
盟
し
て
い
る
。
ト
な
ど
の
積
極
的
な
取
り
組
み

選
ラ
エー一
望
K
E
一
d

、

」
十
^
ソ

コ

上
に
努
め

会
員
数
は
昨
年
と
比
べ
る
と
約2
0
だ
。
近
年
で
は
テ
レ
ビ
に
も
取
り

.「L
[
÷
ン

′
÷

.

-」「
1

る
。

ネ
ク
タ
イ
も
そ
ろ
え
た
。
ネ
い
、
ナ
ロ
ー
タ
イ
を
ツ
ー
ト

商
品
と
し
て
は
、
定
番
的
ク
タ
イ
生
地
の
産
地
の
一
つ
ン
カ
ラ
ー
で
表
現
し
た
も
の

な
ブ
ル
ー
を
中
心
に
、
秋
冬
で
あ
る
京
都
・

m
都
・
西
陣
の
技
術
な
ど
新
鮮
味
の
あ
る
ネ
ク
タ

に
現
代
的
な
イ
も
存
在
感
を
放
つ
。

な

要
素
を
織
り

テ
ー
マ
設
定
し
た
よ
う

お

交
ぜ
た
高
級
に
、
見
せ
方
も
意
識
。
展
示

謁

感
あ
ふ
れ
る
で
は-
般
的
に
見
ら
れ
る
コ

励
も
ネ
ク
タ
イ
も
ン
パ
ク
ト
に
し
た
並
べ
方
で

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

剣
幅
が
7
埋
る
陳
列
方
法
を
提
案
。1
6
春

夏
か
ら
展
開
す
る
ギ
フ
ト
も

祖肌潜兄や十髄ー菅平かムソ器聯希小幅四け
る煽情滋燐郡艶加納死期蝉帥鵬臓神柳鉱紗剃α朴輪廻豆"汐掃轍純禰一
団

イ
は
独
特
の
ぬ
め
り
感
を
訴
で
、
ス
ー
ツ
ス
タ
イ
ル
に
も
売
り
場
全
体
の
差
別
化
を
狙

求
す
る
。

対
応
す
る
。

糸
に
使
い
メ
ラ
ン
ジ
効
果
を
求
す
る
。

狙
っ
た
も
の
も
提
案
し
た
。

色
柄
-

の
技
を
駆
使
徴
を
持
つ
。
シ
ル
ク
使
い
で

し
た
ネ
ク
タ
イ
を
価
格
は
1
万
円
で
展
開
す

提
案。
二
重
織
り
、
る
。

日本の匠の技を切り口に
引
き
染
め
な
ど
一

染
め
の
技
法
の
一
つ
で
、

般
的
に
は
ネ
ク
タ
ハ
ケ
を
引
い
て
染
め
る
引
き

イ
で
は
あ
ま
り
使
染
め
を
用
い
た
ネ
ク
タ
イ
も

口
u

わ
れ
な
い
技
法
を
登
場
す
る
。
気
象
条
件
や
気

用
い
る
こ
と
で
、
温
、
温
度
、
布
の
高
低
差
な

独
自
性
の
あ
る
商
品
展
開
を
ど
に
よ
り
染
め
ム
ラ
が
で
き

意
識
し
た
。

る
難
度
の
高
い
染
め
方
で
熟

一一
重
ビ
ー
ム
の
織
機
を
使
練
の
技
が
詰
ま
っ
た
商
品
。

い
表
と
裏
の
生
地
を
結
節
点
一一
重
織
り
ネ
ク
タ
イ
と
同
様

で
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
織
り
上
に
シ
ル
ク
使
い
で
価
格
は
1

万
6
0
0
0
円
と
な
る
。

一
方
で
、
シ
ル
ク
起
毛
、

シ
ル
ク
ト
ッ
プ
糸
、
シ
ル
ク

ネッ
プ
糸
な
ど
シ
ル
ク
本
来

の
質
感
を
保
ち
つ
つ
ウ
ー
ル

調
の
マ
ッ
ト
感
も
備
え
た
ネ

ク
タ
イ
を
打
ち
出
し
た
「
ダ

ー
バ
ン
」
も
健
在
。
そ
の
他

「
ア
ク
ア
ス
キ
ュ
ー
タ
ム
」

〆
や
「
オ
ロ
ビ
ア
ン
コ
」
な
ど

ラ
イ
セ
ン
ス
ブ
ラ
ン
ド
商
品

引
き
染
め
使
い
の
ネ
ク

、

、

タ
イ
も
存
在
感
を
出
す

も
数
多
く
見
ら
れ
た
。


